









Examination of effective fluid temperature for improving 
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【第 2章】 安静時における異なる温度の水の摂取が胃運動および食欲に与える影響 
課題研究 1では、健常成人男性における異なる温度の水の摂取が胃運動と食欲に及ぼす影響を検討す
ることを目的とした。健常な若年男性 12 名を対象に、500 mL の水をそれぞれ、1）2°C、2）37°C、3）
60°Cの温度で摂取する、無作為化比較試験を行った。来研後、被験者は座椅子に座り半仰臥位で安静を
保った。その後、09:00より既定の水 500 mLを 5 分間かけて、それぞれ 2°C、37°C、60°Cで摂取した。
その後、10:05 まで 2 次元超音波診断装置を用いて被験者の胃幽門部を記録し、胃幽門断面積および胃
幽門部収縮回数を算出した。10:05 から 11:05 まで被験者は食事量の調査として満腹になるまで試験食
(やきそば)を摂取した。2°C の水を摂取した試行と比較して 37°Cの水を摂取した試行は 19%、60°C の
水を摂取した試行は 26%エネルギー摂取量が高値を示した（2°C：1599 ± 419 kcal、37°C：1899 ± 551 kcal、
60°C：2022 ± 755 kcal；P = 0.009）。胃幽門部断面積は水摂取直後において、37°Cおよび 60°Cの水を摂











度で 60 分間のトレッドミル走行を行った。10:00 より、水摂取を含む試行において、2°C の温度の 500 




て水摂取試行は 12%、運動試行は 14%、運動＋水摂取試行は 15%減少した（安静：2002 ± 856 kcal、安













りすべての試行において、事前測定から求めた最大心拍数の 80%の強度で 30 分間のトレッドミル走行
を行った。その後、3 分間で運動＋冷飲料摂取試行では 2°C の、運動＋温飲料摂取試行では 60°C のタ





14%、運動＋冷飲料摂取試行と比較して 19%高値を示した（運動：1548 ± 495 kcal、運動＋冷飲料摂取：










 第 2章及び第 4章の結果から、安静時の温水（60°C）および運動後の温かいタンパク質含有飲料（60°C）
の摂取は、自由摂取の食事からのエネルギー摂取量を増加させることが明らかになった。また、温かい
飲料の摂取によるエネルギー摂取量の増加には、胃幽門部収縮回数の増加が影響を及ぼす可能性が示唆
された。また、第 3 章及び第 4 章の結果から、運動後の冷水（2°C）および冷たいタンパク質含有飲料
（2°C）の摂取は、胃幽門断面積を増加させるがエネルギー摂取量を減少させないことから、運動後の
飲料摂取による胃幽門断面積の増加はエネルギー摂取量に影響を及ぼさないことが示唆された。本研究
の結果は、安静時および運動後の食欲を増加させるための方策として、温かい飲料の摂取による胃運動
の亢進といった新しい視点で検討し、本研究内においてその有用性を明らかにした。 
